
「旭中学校生だった私」 

  

市内に旭中１校のみの最後の卒業生であった。当時の学年生徒数は 500 名以上、1年生

はMクラスまでと数えるのに指折りが必要なほど。その人数を唯一意識するのは、当時の

中間・期末試験で示される席次個票から。50番以内は名前が貼り出されるが、関係無い世

界の他人事。恐る恐る“今回の自分は何番台かな？″とその度に 100 番落ちなど簡単に起

こる。職員室は 50 名以上の先生方でごった返し、煙った煙草臭い室内で目当ての先生を

探すのだが、そこでの印象的な残像は大きな空き缶内の形容し難い色を発した水蒸気混じ

りの吸い殻溜まり。 

 ぴちぴち小学生からのいきなり展開で男子生徒が初丸刈り頭を気恥ずかしそうになでて

いたことも新鮮な驚き。生徒会では常に「頭髪問題」と耳慣れず提言され、男子の切なる

願いに思いを寄せた。加えて学ラン襟内側のプラスチックカラーが何とも不快そうで気の

毒さも感じていた。更に校則が厳しくなる高校を前にした“愛知の管理教育”洗礼の始まり

でもあった。 

 半世紀超えという変化の大きさに寄らず、玄関前の植え込み風景、校舎の外観からは今

でも旭中卒業生の自覚に至る。伝統と革新、時代に伴う移りゆきがあるものの、これから

も旭中はそのまま旭中であってほしい。 
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